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は
じ
め
に

　

日
本
書
紀
各
巻
の
記
事
を
述
作
す
る
過
程
に
お
い
て
、
修
正
・
加
筆
・

潤
色
の
行
わ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た（
１
）。

今
現
在
、
目
に
す
る
こ
と

の
で
き
る
日
本
書
紀
の
本
文
と
は
、
編
纂
開
始
か
ら
撰
上
ま
で
の
間
に
、

複
数
の
手
に
よ
る
添
削
を
経
て
成
っ
た
も
の
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
全
三
十
巻
を
通
読
す
る
際
に
直
面
す
る
解
釈
上
の
困
難（
２
）は

、
そ
の
一

因
と
し
て
、
こ
れ
ら
複
数
の
述
作
者
な
い
し
述
作
方
針
の
相
違
を
反
映
す

る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
書
紀
各
巻
の
表
現
を
解
釈
す

日
本
武
尊
関
係
記
事
の
構
句
と
表
現

─
景
行
紀
内
部
に
み
る
述
作
の
多
層
性
─

葛
西
太
一

る
に
あ
た
っ
て
は
、
可
能
な
限
り
当
該
本
文
の
成
り
立
ち
を
考
慮
す
る
必

要
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
特
に
「
漢
籍
的
潤
色
」
を
指
し
て
修

正
・
加
筆
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
あ
る
い
は
、
使
用
さ

れ
る
語
彙
・
語
法
に
特
徴
的
な
も
の
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
を
修
正
・
加
筆

を
行
っ
た
人
物
の
「
筆
癖
」（
３
）に
由
来
す
る
も
の
と
す
る
見
解
も
示
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
よ
う
に
表
現
上
の
特
徴
に
基
づ
い
て
述
作
の

過
程
が
捉
え
ら
れ
る
一
方
で
、
日
本
書
紀
各
巻
の
間
に
お
い
て
編
修
や
編

纂
の
方
針
が
転
換
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
特
徴
も
指
摘
さ
れ
て
き
て

い
る（
４
）。

述
作
の
過
程
に
お
け
る
修
正
・
加
筆
・
潤
色
の
問
題
と
は
文
章
表
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現
上
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
日
本
書
紀
各

巻
の
述
作
方
針
を
窺
い
知
る
端
緒
と
も
な

り
得
る（
５
）。

　

如
上
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
本

稿
で
は
特
に
日
本
書
紀
巻
七
（
景
行
紀
）

の
う
ち
日
本
武
尊
関
係
記
事（
６
）を

取
り
上
げ

る
。
同
一
巻
中
に
あ
り
な
が
ら
、
当
該
記

事
が
周
囲
に
比
べ
て
特
異
な
語
彙
を
使
用

す
る
こ
と
は
既
に
指
摘
が
あ
る（
７
）。

こ
こ
で

は
当
該
記
事
の
構
句
と
表
現
に
着
目
し
て

具
体
的
に
検
討
し
、
述
作
の
過
程
や
編
纂

方
針
の
様
相
に
言
及
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

一
、
字
句
整
斉
へ
の
志
向

　

日
本
書
紀
は
古
典
中
国
語
に
よ
り
記
述
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
述
作
の

前
提
に
訓
読
的
思
惟（
８
）が
介
在
す
る
と
し
て
も
、
述
作
者
が
漢
語
漢
文
の
範

疇
に
制
約
さ
れ
な
が
ら
述
作
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。そ
の
場
合
、

口
頭
伝
達
か
ら
離
れ
た
文
言
文
の
文
字
列
を
前
に
し
て
、
句
読
点
を
使
用

せ
ず
に
句
読
の
切
り
方
を
伝
達
す
る
こ
と
は
困
難
を
伴
う
。

　

ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
句
読
の
切
り
方
を
示
す
の
か
、
特
に
四
字

句
や
六
字
句
を
連
ね
て
字
句
を
整
斉
す
る
方
法
に
着
目
す
る
と
、
日
本
書

紀
各
巻
の
傾
向
は
右
掲
《
表
Ａ
》
の
通
り
と
な
る（
９
）。
各
巻
述
作
者
の
筆
癖

の
相
違
を
示
す
一
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

字
句
整
斉
へ
の
志
向
が
各
巻
で
無
秩
序
に
分
散
す
る
の
で
は
な
く
、
一

定
の
ま
と
ま
り
を
示
す
こ
と
が
わ
か
る
。
と
り
わ
け
巻
一
～
巻
十
三
ま
で

《表Ａ》句点数に占める同字数句の割合
同字数句 比　率 句点数 諡　号 巻 群

3,564 0.102 35,013（全巻）
59 ▲0.027 2,151 神代上 1

β

B92 ▲0.049 1,890 神代下 2
44 ▲0.043 1,034 神武 3
4 ▲0.010 389 八代 4 C

46 ▲0.069 662 崇神 5

B

52 ▲0.058 890 垂仁 6
155 △0.119 1,302 景行／成務 7
14 ▲0.048 291 仲哀 8

112 ▲0.094 1,190 神功 9
40 ▲0.057 702 応神 10
73 ▲0.060 1,223 仁徳 11
4 ▲0.009 436 履中／反正 12

13 ▲0.016 799 允恭／安康 13
265 △0.157 1,691 雄略 14

α A1

181 △0.167 1,082 清寧／顕宗／仁賢 15
50 △0.155 322 武烈 16

254 △0.226 1,125 継体 17
83 △0.204 407 安閑／宣化 18

678 △0.263 2,574 欽明 19
142 △0.188 755 敏達 20
81 △0.125 646 用明／崇峻 21

207 △0.139 1,492 推古 22 β B23 ▲0.034 675 舒明 23
106 ▲0.092 1,146 皇極 24

α A2483 △0.208 2,319 孝徳 25
78 ▲0.072 1,078 斉明 26
80 ▲0.074 1,088 天智 27
46 ▲0.047 983 天武上 28 β B
70 ▲0.024 2,885 天武下 29 C29 ▲0.016 1,786 持統 30

※�便宜的に「比率」の全巻平均値「0.102」を上回る巻に
「△」、下回る巻に「▲」を附した。
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は
字
句
整
斉
に
消
極
的
な
群
と
言
え
る
が
、
そ
の
う
ち
巻
七
の
み
積
極
的

な
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
他
に
句
読
を
示
す
方
法
と
し
て
、
句
の
始
発
が

明
ら
か
と
な
る
字
句
（
於
是
、
于
時
、
既
而
な
ど
）
や
句
の
終
止
が
明
ら

か
と
な
る
字
句
（
也
、
矣
、
焉
、
乎
、
耶
な
ど
）
を
頻
用
す
る
方
法
が
考

え
ら
れ
、
そ
の
使
用
頻
度
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
巻
七
は
こ
れ
ら
の
使
用

に
積
極
的
な
周
囲
の
巻
と
同
様
の
傾
向
を
示
す（

（1
（

。
そ
の
た
め
、
巻
七
が
字

句
整
斉
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
は
、
群
を
同
じ
く
す
る
周
囲
の
巻
に
比
べ

て
異
質
な
も
の
と
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
巻
七
の
内
部
を
詳
し
く
見
る
と
、
字
句
整
斉
箇
所
は
巻
中
に

一
様
の
分
布
を
示

さ
ず
、
日
本
武
尊

関
係
記
事
に
偏
っ

て
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。

《
表
Ｂ
》
に
示
し

た
通
り
、
巻
七
の

う
ち
日
本
武
尊
関

係
記
事
を
除
い
た

部
分
は
周
囲
の
巻

と
同
様
に
同
字
数

句
の
割
合
が
全
巻
平
均
値
を
大
き
く
下
回
る
一
方
で
、
日
本
武
尊
関
係
記

事
の
み
突
出
し
て
字
句
整
斉
へ
の
志
向
が
強
い
。同
様
に
、巻
二
十
二（
推

古
紀
）
の
憲
法
十
七
条
、
巻
二
十
五
（
孝
徳
紀
）
の
詔
勅
も
同
一
巻
中
に

お
い
て
異
な
る
傾
向
を
示
し
、
こ
れ
ら
三
つ
は
同
一
の
巻
の
中
で
も
述
作

の
過
程
や
方
針
を
異
に
す
る
部
分
と
認
め
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
日
本
武
尊
関
係
記
事
が
巻
七
（
景
行
紀
）
の
中
で
も
字
句

整
斉
へ
の
志
向
の
強
さ
に
お
い
て
異
質
で
あ
る
こ
と
に
端
緒
を
得
て
、
当

該
記
事
の
構
句
と
表
現
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

本
稿
の
対
象
と
す
る
日
本
武
尊
関
係
記
事
は
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
次

の
通
り
に
整
理
さ
れ
る
。
当
該
記
事
に
お
い
て
四
字
句
の
使
用
は
各
所
に

散
見
す
る
が
、
特
に
征
討
に
ま
つ
わ
る
下
命
や
復
命
の
場
面
に
集
中
し
て

使
用
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
節
で
は
、
使
用
頻
度
の
高
い
各
部
分
を

便
宜
的
に
Ａ
〜
Ｃ
の
よ
う
に
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
検
討
を
加
え
る（

（1
（

。

二
十
七
年
十
月　
　
　

熊
襲
征
討
の
下
命

二
十
七
年
十
二
月　
　

熊
襲
国
到
着
・
川
上
梟
師
の
服
従

二
十
八
年
二
月　

※
Ａ
熊
襲
征
討
か
ら
の
帰
還
と
復
命

四
十
年
六
月　
　
　
　

東
夷
の
反
乱

四
十
年
七
月　
　

※
Ｂ
東
夷
征
討
の
下
命
と
斧
鉞
の
授
受

四
十
年
十
月　
　
　
　

東
夷
征
討
の
開
始
と
伊
勢
神
宮
参
拝

《表Ｂ》同一巻中の偏在
同字句数 比　率 句点数 諡　号 巻

133 0.108 1,235 景行

7（12） （0.018）（634） 景行
（武尊除く）

（121）（0.201）（601） 景行
（武尊のみ）

207 0.139 1,492 推古

22（43） （0.033）（1,282） 推古
（憲法除く）

（164）（0.781）（210） 推古
（憲法のみ）

483 0.208 2,319 孝徳

25（92） （0.076）（1,206） 孝徳
（詔勅除く）

（391）（0.351）（1,113） 孝徳
（詔勅のみ）
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四
十
年
是
歳　
　
　
　

駿
河
・
焼
津

四
十
年
是
歳　
　
　
　

相
摸
・
馳
水
で
の
弟
橘
媛
の
入
水

四
十
年
是
歳　
　
　
　

蝦
夷
平
定

四
十
年
是
歳　
　
　
　

甲
斐
・
酒
折
宮

四
十
年
是
歳　
　
　
　

上
野
・
碓
日
嶺

四
十
年
是
歳　
　
　
　

信
濃
・
白
鹿
と
白
狗

四
十
年
是
歳　
　
　
　

尾
張
・
宮
簀
媛

四
十
年
是
歳　
　
　
　

伊
勢
・
尾
津
の
一
つ
松

四
十
年
是
歳　
　

※
Ｃ
復
命
と
能
褒
野
で
の
病
没

五
十
一
年
正
月　
　
　

宴
と
武
内
宿
禰

五
十
一
年
八
月　
　
　

稚
足
彦
尊
の
立
太
子

五
十
一
年
八
月　
　
　

草
薙
横
刀
と
蝦
夷
等
の
処
遇

五
十
一
年
八
月　
　
　

日
本
武
尊
の
系
譜
記
事

二
、
字
句
整
斉
と
和
化
漢
文

　

日
本
武
尊
は
熊
襲
征
討
を
果
た
し
、
帰
還
の
後
、
そ
の
経
緯
を
天
皇
に

報
告
す
る
。
そ
の
際
、
天
皇
と
日
本
武
尊
の
対
話
の
中
に
四
字
句
・
六
字

句
を
基
調
と
し
た
構
句
が
見
ら
れ
る
。構
句
の
確
認
を
目
的
と
す
る
た
め
、

煩
を
厭
わ
ず
に
対
象
本
文
Ａ
を
掲
出
す
る（

（1
（

。

Ａ
『
日
本
書
紀
』
巻
七
（
景
行
紀
）
二
十
八
年
二
月
条

廿
八
年
春
二
月
乙
丑
朔
。
日
本
武
尊
。
奏
平
熊
襲
之
状
曰
。「
臣
賴
天

皇
之
神
靈
。
以
兵
一
擧
。
頓
誅
熊
襲
之
魁
帥
者
。
悉
平
其
國
。
是
以
。

西
洲
既
謐
。
百
姓
無
事
。
唯
吉
備
穴
濟
神
。
及
難
波
柏
濟
神
。
皆
有
害
心
。

以
放
毒
氣
。

令
苦
路
人
。

並
爲
禍
害
之
藪
。

故
悉
殺
其
惡
神
。

並
開
水
陸
之
俓
。」
天
皇
。
於
是
。
美
日
本
武
之
功
而
異
愛
。
卌
年
夏
六

月
。
東
夷
多
叛
。
邊
境
騷
動
。

（
二
十
八
年
の
春は
る

二き
さ
ら
ぎ月

の
乙
き
の
と
の
う
し

丑
の
朔
つ
い
た
ち
の
ひに

、
日
本
武
尊
、
熊く
ま
そ襲

を
平む

け
た
る
状か
た
ちを

奏ま
う

し
て
曰ま
う

さ
く
、「
臣
や
つ
か
れ、

天
す
め
ら
み
こ
と

皇
の
神
み
た
ま
の
ふ
ゆ

靈
に
頼よ

り
て
、
兵
い
く
さ

を
以も

て
一ひ
と

た
び
擧あ

げ
て
、
頓
ひ
た
ぶ
るに
熊
襲
の
魁ひ
と
ご
の
か
み

帥
者
を
誅こ
ろ

し
て
、
悉ふ
つ
くに
其

の
國く
に

を
平む

け
つ
。
是こ
こ

を
以も

て
、
西
に
し
の
く
に洲

既
に
謐し
づ
まり

ぬ
。
百
お
ほ
み
た
か
ら姓

事こ
と

無
し
。

唯た
だ

吉
備
の
穴
あ
な
の
わ
た
り
濟
の
神
、
及お
よ

び
難
波
の
柏
か
し
は
の
わ
た
り
濟
の
神
の
み
、
皆み
な

害や
ぶ

る
心
こ
こ
ろ

有
り
て
、
毒あ

し
き
氣い
き

を
放は
な

ち
て
、
路
み
ち
ゆ
き
ひ
と

人
を
苦く
る

し
び
し
む
。
並な
ら
びに

禍ま

が害

の
藪も
と

と
爲な

れ
り
。
故か
れ

、
悉ふ
つ
くに

其
の
惡あ

し
き
神
を
殺
し
て
、
並な
ら
びに

水み
づ
く
が陸

の
俓み
ち

を
開ひ
ら

く
。」
と
ま
う
す
。
天
皇
、
是こ
こ

に
、
日や
ま
と
た
け
る

本
武
の
功い
さ
みを
美ほ

め

た
ま
ひ
て
異こ
と

に
愛め
ぐ

み
た
ま
ふ
。
四
十
年
の
夏な
つ

六み
な
づ
き月

に
、
東
ひ
む
が
しの

夷ひ
な

多さ
は

に

叛そ
む

き
て
、
邊ほ
と
り境
騷さ
わ

き
動と
よ

む
。）

　

四
字
句
・
六
字
句
を

に
よ
っ
て
囲
ん
で
示
し
た
通
り
、
そ
れ
ら
が

連
続
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
巻
七
（
景
行
紀
）
の
中
で
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も
日
本
武
尊
関
係
記
事
を
除
く
部
分
と
は
異
な
る
特
徴
を
示
す
も
の
と
言

え
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
後
に
は
傍
線
を
付
し
た
通
り
、「
是
以
」
や
「
於

是
」
の
よ
う
な
句
の
始
発
を
示
す
語
句
の
使
用
も
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の

使
用
に
積
極
的
な
周
囲
の
巻
、
お
よ
び
日
本
武
尊
関
係
記
事
を
除
く
巻
七

（
景
行
紀
）
内
部
と
も
同
様
の
特
徴
を
も
合
わ
せ
持
つ
も
の
と
言
え
る
。

つ
ま
り
、
日
本
武
尊
関
係
記
事
は
周
囲
に
比
べ
て
、
字
句
整
斉
へ
の
志
向

の
強
さ
は
異
質
と
言
え
る
が
、
一
方
で
は
句
の
始
発
を
示
す
字
句
の
使
用

に
お
い
て
は
同
様
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

　

も
う
一
つ
、語
法
の
面
か
ら
当
該
記
事
の
特
徴
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

当
該
記
事
の
う
ち
「
令
苦
路
人
」
は
「
濟
神
が
路
人
を
苦
し
め
た
」
と
い

う
意
を
表
す
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、こ
の
構
文「（
主
語
）令
φ
苦（
人
）」

で
は
「（
主
語
）
が
（
何
者
か
に
よ
っ
て
）（
人
）
を
苦
し
め
さ
せ
た

0

0

0

」
の

意
に
な
り
、如
上
の
文
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
。「
苦
」字
を
自
動
詞
と
し
て「
苦

し
む
」
の
意
に
用
い
ず
、
そ
も
そ
も
他
動
詞
「
苦
し
め
る
」
の
意
と
す
れ

ば
、「
令
」
字
を
要
せ
ず
し
て
文
意
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
四
字
句
に

整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
贅
用
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
訓
読
文
「
苦
し

び
し
む
」
に
基
づ
い
て
、
本
来
は
不
要
な
使
役
「
令
」
字
を
宛
て
た
和
化

漢
文
と
も
捉
え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

同
様
の
構
文
は
、
当
該
例
を
含
め
て
他
に
も
日
本
書
紀
中
に
全
５
例
を

数
え
る
。
い
ず
れ
も
日
本
武
尊
関
係
記
事
も
し
く
は
巻
七
と
群
を
同
じ
く

す
る
巻
で
の
用
例
で
あ
り
、
な
お
か
つ
用
例
の
前
後
に
四
字
句
の
使
用
が

確
認
さ
れ
る
。

１
、『
日
本
書
紀
』
巻
七
（
景
行
紀
）
二
十
八
年
二
月
条
（
Ａ
）

唯
吉
備
穴
濟
神
。
及
難
波
柏
濟
神
。
皆
有
害
心
。
以
放
毒
氣
。
令
苦
路
人
。

並
爲
禍
害
之
藪
。
故
悉
殺
其
惡
神
。
並
開
水
陸
之
俓
。

２
、『
日
本
書
紀
』
巻
七
（
景
行
紀
）
四
十
年
七
月
条
（
Ｂ
）

亦
山
有
邪
神
。
郊
有
姦
鬼
。
遮
衢
塞
徑
。
多
令
苦
人
。

３
、『
日
本
書
紀
』
巻
七
（
景
行
紀
）
四
十
年
是
歳
条

然
日
本
武
尊
。
披
烟
凌
霧
。
遥
俓
大
山
。
既
逮
于
峯
。
而
飢
之
。

食
於
山
中
。
山
神
令
苦
王
。
以
化
白
鹿
。
立
於
王
前
。

４
、『
日
本
書
紀
』
巻
十
一
（
仁
徳
紀
）
六
十
七
年
是
歳
条

是
歳
。
於
吉
備
中
國
川
嶋
河
派
。
有
大
虬
令
苦
人
。
時
路
人
觸
其
處
而

行
。
必
被
其
毒
。
以
多
死
亡
。
於
是
。
笠
臣
祖
縣
守
。
爲
人
勇
捍
而
強

力
。
臨
派
淵
。
以
三
全
瓠
投
水
曰
。
汝
屢
吐
毒
。
令
苦
路
人
。
余
殺
汝
虬
。

汝
沈
是
瓠
。
則
余
避
之
。
不
能
沈
者
。
仍
斬
汝
身
。

　

特
に
用
例
３
で
は
当
該
箇
所「
山
神
令
苦
王
」が
五
字
と
な
っ
て
お
り
、

四
字
句
の
連
続
か
ら
外
れ
て
い
る
。
も
し
「
令
」
字
を
字
句
整
斉
の
た
め

の
贅
用
と
理
解
し
て
構
句
し
た
な
ら
ば
、「
山
神
令
苦
王
」
で
は
な
く
「
山
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神
苦
王
」
と
し
て
、
前
後
に
合
わ
せ
て
四
字
句
の
連
続
を
貫
い
た
は
ず
だ

ろ
う
。
こ
れ
を
行
わ
な
い
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、「
令
苦
～
」
と
い
う
構

文
が
字
句
整
斉
を
目
的
と
し
て
便
宜
的
に
用
い
ら
れ
た
贅
用
で
は
な
い
こ

と
が
確
実
視
さ
れ
、
あ
く
ま
で
訓
読
文
「
苦
し
び
し
む
」
に
基
づ
い
て
講

句
さ
れ
た
和
化
漢
文
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

神
や
大
虬
が
通
行
者
を
苦
し
め
る
と
い
う
内
容
の
共
通
性
や
字
句
整
斉

へ
の
志
向
の
強
さ
か
ら
、
用
例
１
～
４
の
述
作
者
な
い
し
加
筆
者
は
同
一

で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
四
字
句
の
構
句
に
和
化
漢
文
が
含

ま
れ
る
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。

四
、
景
行
紀
と
神
武
紀
に
共
通
す
る
構
句
と
表
現

　

次
に
対
象
本
文
Ｂ
を
取
り
上
げ
る
。
天
皇
が
日
本
武
尊
に
東
国
平
定
の

命
を
下
し
、
斧
鉞
を
授
け
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
こ
こ
で
も
対
象
本
文
Ａ

と
同
様
に
、
連
続
す
る
四
字
句
・
五
字
句
・
六
字
句
は
天
皇
と
日
本
武
尊

の
対
話
に
集
中
し
て
現
れ
、
句
の
始
発
が
明
ら
か
と
な
る
字
句
が
頻
用
さ

れ
、
な
お
か
つ
「
令
苦
～
」
と
い
う
構
文
が
使
用
さ
れ
る
。
同
様
の
特
徴

を
具
え
る
こ
と
か
ら
、
対
象
本
文
Ａ
と
Ｂ
は
同
一
の
述
作
者
な
い
し
加
筆

者
の
手
に
成
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
対
象
本
文
Ｂ
は
特
に
長
文
で
あ
る

が
、
字
句
整
斉
の
確
認
を
行
う
た
め
、
煩
雑
な
が
ら
次
に
掲
出
す
る
。

Ｂ
『
日
本
書
紀
』
巻
七
（
景
行
紀
）
四
十
年
七
月
条

秋
七
月
癸
未
朔
戊
戌
。
天
皇
詔
群
卿
曰
。「
今
東
國
不
安
。
暴
神
多
起
。

亦
蝦
夷
悉
叛
。
屢
略
人
民
。
遣
誰
人
以
平
其
亂
。」
群
臣
皆
不
知
誰
遣
也
。

日
本
武
尊
奏
言
。「
臣
則
先
勞
西
征
。
是
役
必
大
碓
皇
子
之
事
矣
。」
時

大
碓
皇
子
愕
然
之
。
逃
隠
草
中
。
則
遣
使
者
召
來
。
爰
天
皇
責
曰
。

「
汝
不
欲
矣
。
豈
強
遣
耶
。
何
未
對
賊
。
以
豫
懼
甚
焉
。」
因
此
。

遂
封
美
濃
。
仍
如
封
地
。
是
身
毛
津
君
。
守
君
。
凡
二
族
之
始
祖
也
。

於
是
。
日
本
武
尊
。
雄
誥
之
曰
。「
熊
襲
既
平
。
未
經
幾
年
。
今
更
東
夷

叛
之
。
何
日
逮
于
大
平
矣
。
臣
雖
勞
之
。
頓
平
其
亂
。」
則
天
皇
持
斧
鉞
。

以
授
日
本
武
尊
曰
。「
朕
聞
。
其
東
夷
也
。
識
性
暴
強
。
凌
犯
爲
宗
。

村
之
無
長
。
邑
之
勿
首
。
各
貪
封
堺
。
並
相
盜
略
。
亦 

山
有
邪
神
。

郊
有
姦
鬼
。
遮
衢
塞
徑
。
多
令
苦
人
。
其
東
夷
之
中
。
蝦
夷
是
尤
強
焉
。

男
女
交
居
。
父
子
無
別
。
冬
則
宿
穴
。
夏
則
住
樔
。
衣
毛
飮
血
。

昆
弟
相
疑
。
登
山
如
飛
禽
。
行
草
如
走
獸
。
承
恩
則
忘
。
見
怨
必
報
。 

是
以
。
箭
藏
頭
髻
。
刀
佩
衣
中
。
或
聚
黨
類
。
而
犯
邊
堺
。
或
伺
農
桑
。

以
略
人
民
。
擊
則
隱
草
。
追
則
入
山
。
故 

往
古
以
來
。
未
染
王
化
。
今
朕

察
汝
爲
人
也
。
身
體
長
大
。
容
姿
端
正
。
力
能
扛
鼎
。
猛
如
雷
電
。

所
向
無
前
。
所
攻
必
勝
。
卽
知
之
。
形
則
我
子
。
實
則
神
人
。
寔
是
天

愍
朕
不
叡
。
且
國
不
平
。
令
經
綸
天
業
。
不
絶
宗
廟
乎
。
亦
是
天
下
則
汝

天
下
也
。
是
位
則
汝
位
也
。
願
深
謀
遠
慮
。
探
姦
伺
變
。
示
之
以
威
。
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懷
之
以
徳
。

不
煩
兵
甲
。

自
令
臣
隷
。
卽 

巧
言
而
調
暴
神
。

振
武
以
攘
姦
鬼
。」
於
是
。
日
本
武
尊
。
乃
受
斧
鉞
。
以
再
拜
奏
之
曰
。

「
嘗
西
征
之
年
。
賴
皇
靈
之
威
。
提
三
尺
劒
。
擊
熊
襲
國
。
未
經
浹
辰
。

賊
首
伏
罪
。
今
亦
賴
神
祇
之
靈
。
借
天
皇
之
威
。
往
臨
其
境
。
示
以
徳
教
。

猶
有
不
服
。
卽
擧
兵
擊
。」
仍
重
再
拜
之
。

（
秋あ
き

七ふ
み
づ
き月
の
癸
み
づ
の
と
の
ひ
つ
じ
未
の
朔
つ
い
た
ち

戊
つ
ち
の
え
い
ぬ
の
ひ
戌
に
、
天
皇
、
群
ま
へ
つ
き
み
た
ち
卿
に
詔
み
こ
と
の
りし
て
曰
の
た
ま

は
く
、「
今あ
づ
ま
の
く
に

東
國
安や
す

か
ら
ず
し
て
、
暴あ
ら

ぶ
る
神
多さ
は

に
起お
こ

る
。
亦
蝦え
み
し夷

悉
ふ
つ
く

に
叛そ
む

き
て
屢
し
ば
し
ば

人お
ほ
み
た
か
ら

民
を
略か
す

む
。
誰た

れ人
を
遣つ
か
はし

て
か
其そ

の
亂み
だ
れを

平む

け
む
。」

と
の
た
ま
ふ
。
群
ま
へ
つ
き
み臣
皆た

れ誰
を
遣つ
か
はさ
む
と
い
ふ
こ
と
を
え
知し

ら
ず
。
日
本

武
尊
奏ま
う

し
て
言ま
う

し
た
ま
は
く
、「
臣
や
つ
か
れは

先さ
き

に
西
に
し
の
か
たを

征う

ち
し
に
勞い
た
はり

き
。

是こ

の
役え
だ
ちは

必か
な
らず

大お
ほ
う
す
の
み
こ

碓
皇
子
の
事わ
ざ

な
ら
む
。」
と
ま
う
し
た
ま
ふ
。
時
に

大
碓
皇
子
、
愕お然
ぢ
て
、
草く
さ

の
中な
か

に
逃か

く隠
れ
ぬ
。
則
ち
使つ
か
ひ者

を
遣
し
て

召め

し
來ま
う
こし

む
。
爰こ
こ

に
天
皇
責せ

め
て
曰の
た
まは

く
、「
汝い
ま
しが

欲ほ
り

せ
ざ
ら
む
を
、

豈あ
に

強あ
な
が
ちに
遣
さ
む
や
。
何い
か
にぞ
未い
ま

だ
賊あ
た

に
對む
か

は
ず
し
て
、
豫ま
だ
きに
懼お
そ

る
る
こ

と
甚
は
な
は
だし

き
。」
と
の
た
ま
ふ
。
此こ
れ

に
因よ

り
て
、
遂つ
ひ

に
美み

の濃
に
封こ
と
よさ

す
。

仍よ

り
て
封
こ
と
よ
さ
す
く
に

地
に
如ま
か

る
。
是こ
れ

身む
げ
つ
き
み

毛
津
君
・
守も
り
の
き
み君、

凡す
べ

て
二ふ
た
つの

族や
か
らの

始
は
じ
め
の
お
や祖

な
り
。
是こ
こ

に
、
日
本
武
尊
、
雄を
た
け
び誥
し
て
曰ま
う

し
た
ま
は
く
、「
熊く
ま
そ襲
既す
で

に

平た
ひ
らぎ

て
、
未い
ま

だ
幾
い
く
ば
くの

年と
し

も
經へ

ず
し
て
、
今い
ま

更ま
た

東ひ
む
が
しの

夷ひ
な

叛そ
む

け
り
。
何い
づ
れの

日ひ

に
か
大た
ひ
ら平
ぐ
る
に
逮い
た

ら
む
。
臣
や
つ
か
れ、
勞い
た
はし
と
雖い
ふ
とも
、
頓
ひ
た
ぶ
るに
其
の
亂み
だ
れを
平む

け
む
。」
と
ま
う
し
た
ま
ふ
。
則
ち
天
皇
、
斧
を
の
ま
さ
か
り

鉞
を
持と

り
て
、
日
本
武

尊
に
授さ

づ

け
て
曰の
た
まは
く
、「
朕わ
れ

聞き

く
、
其か

の
東
ひ
む
が
しの
夷ひ
な

は
、
識た
ま
し
ひ性
暴あ
ら

び
強こ
は

し
。

凌し
の
ぎ
を
か
す
こ
と

犯
を
宗む
ね

と
す
。
村ふ
れ

に
長
ひ
と
ご
の
か
み

無な

く
、
邑む
ら

に
首
お
び
と

勿な

し
。
各
お
の
お
の

封さ
か
ひ堺

を

貪む
さ
ぼり

て
、
並な
ら
びに

相あ
ひ

盜か

す略
む
。
亦ま
た

山や
ま

に
邪あ

し
き
神か
み

有あ

り
。
郊の
ら

に
姦か
だ
まし

き
鬼お
に

有あ

り
。
衢ち
ま
たに
遮さ
い
ぎり
徑み
ち

を
塞ふ
さ

ぐ
。
多さ
は

に
人ひ
と

を
苦く
る
しび
し
む
。
其そ

の
東
ひ
む
が
しの
夷ひ
な

の

中う
ち

に
、
蝦え
み
し夷

は
是こ
れ

尤は
な
はだ

強こ
は

し
。
男
を
の
こ
め
の
こ女

交ま
じ

り
居を

り
て
、
父か
ぞ
こ子

別
わ
き
だ
め

無
し
。

冬ふ
ゆ

は
穴あ
な

に
宿ね

、
夏な
つ

は
樔す

に
住す

む
。
毛け

を
衣し

き
血ち

を
飮の

み
て
、
昆
こ
の
か
み

弟お
と
と

相あ
ひ

疑う
た
がふ

。
山
に
登の
ぼ

る
こ
と
飛と

ぶ
禽と
り

の
如ご
と

く
、
草く
さ

を
行は
し

る
こ
と
走に

ぐ
る
獸け
も
のの

如ご
と

し
。
恩め
ぐ
みを

承う

け
て
は
忘わ
す

る
。
怨あ
た

を
見み

て
は
必か
な
らず

報む
く

ゆ
。
是こ
こ

を
以も

て
、

箭や

を
頭た
き
ふ
さ髻
に
藏か
く

し
、
刀た
ち

を
衣こ
ろ
もの
中な
か

に
佩は

く
。
或あ
る

い
は
黨と
も
が
ら類
を
聚あ
つ

め
て
、

邊ほ
と
り堺

を
犯を
か

す
。
或
い
は
農
な
り
は
ひ
の
と
き

桑
を
伺う
か
がひ

て
、
人
お
ほ
み
た
か
ら

民
を
略か
す

む
。
撃う

て
ば
草く
さ

に
隱か
く

る
。
追お

へ
ば
山
に
入い

る
。
故か
れ

、
往い
に
し
へ古

よ
り
以こ
の
か
た來

、
未い
ま

だ
王み
お
も
ぶ
け化に

染
し
た
が

は
ず
。
今い
ま

朕わ
れ

、
汝い
ま
し

を
察み

る
に
、
爲ひ
と
と
な
り人、

身む
く
ろ體

長た
か

く
大お
ほ
き

に
し
て
、
容か

ほ姿

端き
ら
ぎ
ら正

し
。
力
ち
か
ら

能よ

く
鼎か
な
へを

扛あ

ぐ
。
猛た
け

き
こ
と
雷い
な
つ
る
び電の

如
し
。
向む
か

ふ
所と
こ
ろに

前
か
た
き

無
く
、
攻せ

む
る
所
必
ず
勝
つ
。
即す
な
は
ち
知し

り
ぬ
、
形か
た
ち
は
我わ

が
子こ

、
實む
ざ
ね
は

神か

み人
に
ま
す
こ
と
を
。
寔ま
こ
とに

是こ
れ

、
天あ
め

の
、
朕わ

が
不を
さ
な叡

く
し
て
、
且ま
た

國く
に

の

不み

だ平
れ
た
る
を
愍か
な
しび

た
ま
ひ
て
、
天
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ

業
を
經と
と
の綸

へ
し
め
た
ま
ひ
、
宗く
に
い
へ廟

を
絶た

え
ず
あ
ら
し
め
た
ま
ふ
か
。
亦こ是
の
天あ
め
の
し
た下は
汝い
ま
しの
天
下
な
り
。
是

の
位く
ら
ゐは

汝
の
位
な
り
。
願ね
が

は
く
は
深
く
謀は
か

り
遠と
ほ

く
慮は
か

り
て
、
姦か
だ
まし

き
を

探さ
ぐ

り
變そ
む

く
を
伺う
か
がひ
て
、
示し
め

す
に
威
い
き
ほ
ひを
以も

て
し
、
懷な
つ

く
る
に
徳
う
つ
く
し
びを
以
て

し
て
、
兵つ
は
も
の甲

を
煩
わ
づ
ら
はさ

ず
し
て
、
自お
の

づ
か
ら
に
臣ま
う
し
た
が隷は

し
め
よ
。
即す
な
はち

言こ
と
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を
巧た

く

み
て
暴あ
ら

ぶ
る
神
を
調と
と
のへ

、
武
た
け
き
こ
とを

振ふ
る

ひ
て
姦か
だ
まし

き
鬼お
に

を
攘は
ら

へ
。」
と

の
た
ま
ふ
。
是こ
こ

に
、
日
本
武
尊
、
乃す
な
はち

斧
を
の
ま
さ
か
り

鉞
を
受
う
け
た
ま
はり

て
、
再を

が拜
み
た

ま
ひ
て
奏ま
う

し
て
曰ま
う

さ
く
、「
嘗む
か
し、
西
に
し
の
か
たを
征う

ち
し
年と
し

に
、
皇み
た
ま靈
の
威ふ
ゆ

に
頼よ

り
て
、三み
じ
か
き尺

劒つ
る
ぎを

提ひ
き
さげ

て
、熊く
ま
そ
が
く
に

襲
國
を
撃う

つ
。未い
ま

だ
浹
い
く
ば
く
の
と
き

辰
も
經へ

ず
し
て
、

賊ひ
と
ご
の
か
み
首
罪つ
み

に
伏し
た
が
ひ
ぬ
。
今い
ま

亦ま
た

神
あ
ま
つ
か
み
く
に
つ
か
み

祇
の
靈
み
た
ま
の
ふ
ゆに
頼よ

り
、
天
す
め
ら
み
こ
と
皇
の

威み
い
き
ほ
ひを

借か

り
て
、
往ゆ

き
て
其
の
境さ
か
ひに

臨の
ぞ

み
て
、
示し
め

す
に
徳う
つ
く
し
び教を

以も

て
せ

む
に
、
猶な
ほ

服ま
つ
ろは
ざ
る
こ
と
有
ら
ば
、
即す
な
はち
兵
つ
は
も
のを
擧あ

げ
て
撃う

た
む
。」
と

ま
う
す
。
仍よ

り
て
重か
さ

ね
て
再を

が拜
み
ま
つ
る
。）

　

対
象
本
文
Ｂ
の
字
句
整
斉
に
対
す
る
志
向
の
強
さ
が
明
確
に
窺
え
る
。

こ
れ
ほ
ど
字
句
整
斉
が
集
中
し
て
行
わ
れ
る
箇
所
は
、
巻
七
（
景
行
紀
）

と
群
を
同
じ
く
す
る
巻
々
に
は
珍
し
く
、
周
囲
に
比
べ
て
当
該
箇
所
の
異

質
さ
が
際
立
つ
。
上
述
し
た
通
り
、
巻
七
（
景
行
紀
）
は
日
本
武
尊
関
係

記
事
と
こ
れ
を
除
く
部
分
と
の
間
で
字
句
整
斉
へ
の
志
向
の
強
さ
が
明
ら

か
に
異
な
る
が
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
日
本
武
尊
関
係
記
事
の
中
で
も
、
征

討
に
ま
つ
わ
る
天
皇
と
日
本
武
尊
の
対
話
に
集
中
す
る
こ
と
も
わ
か
る
。

　

そ
し
て
、
如
上
の
特
徴
を
具
え
る
も
の
は
、
巻
三
（
神
武
紀
）
に
見
ら

れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
東
征
開
始
の
詔
」
と
「
橿
原
奠
都
の
詔
」
と
も
共
通

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
前
者
を
対
象
本
文
Ｘ
、
後
者
を
対

象
本
文
Ｙ
と
し
て
掲
出
し
、
日
本
武
尊
関
係
記
事
と
の
共
通
点
を
構
句
と

表
現
の
面
か
ら
検
討
す
る
。

Ｘ
『
日
本
書
紀
』
巻
三
（
神
武
紀
）
即
位
前
紀
：
東
征
開
始
の
詔

及
年
卌
五
歳
。
謂
諸
兄
及
子
等
曰
。「
昔
我
天
神
。
高
皇
産
靈
尊
・
大

日
孁
尊
。擧
此
豐
葦
原
瑞
穗
國
。而
授
我
天
祖
彦
火
瓊
々
杵
尊
。於
是
。 

火
瓊
々
杵
尊
。
闢
天
關
披
雲
路
。
駈
仙
蹕
以
戻
止
。
是
時
。
運
屬
鴻
荒
。

時
鍾
草
昧
。
故 

蒙
以
養
正
。
治
此
西
偏
。
皇
祖
皇
考
。
乃
神
乃
聖
、

積
慶
重
暉
。
多
歷
年
所
。
自
天
祖
降
跡
以
逮
。
于
今
一
百
七
十
九
萬

二
千
四
百
七
十
餘
歳
。
而
遼
邈
之
地
。
猶
未
霑
於
王
澤
。
遂
使
邑
有
君
。

村
有
長
。各
自
分
疆
。用
相
凌
躒
。抑
又
聞
於
鹽
土
老
翁
。曰
。『
東
有
美
地
。

青
山
四
周
。
其
中
亦
有
乘
天
磐
船
飛
降
者
。』
余
謂
。
彼
地
。
必
當
足

以
恢
弘
大
業
。
光
宅
天
下
。
蓋
六
合
之
中
心
乎
。
厥
飛
降
者
。
謂
是
饒

速
日
歟
。
何
不
就
而
都
之
乎
。」

（
年よ
そ
あ
ま
り
い
つ
つ

四
十
五
歳
に
及お
よ

び
て
、
諸
も
ろ
も
ろの

兄
い
ろ
ね

及
び
子み
こ
た
ち等

に
謂か
た

り
て
曰の
た
まは

く
、

「
昔
む
か
し

我わ

が
天あ
ま
つ
か
み神、
高た
か
み
む
す
ひ
の
み
こ
と

皇
産
靈
尊
・
大お
ほ
ひ
る
め
の
み
こ
と

日
孁
尊
、
此こ

の
豐
と
よ
あ
し
は
ら
の
み
つ
ほ
の
く
に

葦
原
瑞
穗
國

を
擧
の
た
ま
ひ
あげ

て
、我わ

が
天
あ
ま
つ
み
お
や祖

彦ひ
こ
ほ
の
に
に
ぎ
の
み
こ
と

火
瓊
々
杵
尊
に
授さ
づ

け
た
ま
へ
り
。是こ
こ

に
、

火ほ
の
に
に
ぎ
の
み
こ
と

瓊
々
杵
尊
、
天
あ
ま
の
い
は
く
ら
關
を
闢
ひ
き
ひ
らき
雲く
も
ぢ路
を
披お
し
わけ
、
仙
み
さ
き
は
ら
ひ蹕
駈お

ひ
て
戻い

た止
り

ま
す
。
是こ

の
時と
き

に
、
運よ

鴻あ
ら
き荒

に
屬あ

ひ
、
時
草く
ら
き昧

に
鍾あ
た

れ
り
。
故か
れ

、
蒙く
ら

く
し
て
正
た
だ
し
き
み
ちを

養や
し
な

ひ
て
、
此こ

の
西に
し

の
偏ほ
と
り

を
治し

ら
す
。
皇み

お

や

祖
皇
考
、

乃か
み
ひ
じ
り

神
乃
聖
に
し
て
、慶
よ
ろ
こ
びを
積つ

み
暉ひ
か
りを
重か
さ

ね
て
、多さ
は

に
年と

し所
を
歷へ

た
り
。
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天あ
ま
つ
み
お
や
祖
の
降あ
ま
く
だ跡
り
ま
し
て
よ
り
以こ
の
か
た逮
、
今
に
一
百
七
十
九
萬

二
千
四
百
七
十
餘
歳
。
而し
か

る
を
遼
と
ほ
く
は
る
か

邈
な
る
地く
に

、
猶な
ほ

未い
ま

だ
王
み
う
つ
く
し
び

澤
に
霑う
る
ほは

ず
。
遂つ
ひ

に
邑む
ら

に
君き
み

有あ

り
、
村ふ
れ

に
長
ひ
と
ご
の
か
み

有
り
て
、
各お
の
お
の自

疆さ
か
ひを

分わ
か

ち
て
、

用も

て
相あ
ひ

凌し
の

ぎ
躒き
し
ろは
し
む
。
抑は
た
ま
た又
、
鹽し
ほ
つ
つ
の
を
ぢ

土
老
翁
に
聞き

き
き
。
曰い

ひ
し
く
、

『

東
ひ
む
が
し
の
か
たに

美よ

き
地く
に

有
り
。
青あ
を
や
ま山

四よ
も
に

周め
ぐ

れ
り
。
其そ

の
中な
か

に
亦ま
た

、

天あ
ま
の
い
は
ふ
ね

磐
船
に
乘の

り
て
飛と

び
降く
だ

る
者も
の

有
り
。』
と
い
ひ
き
。
余わ
れ

謂お
も

ふ
に
、

彼そ

の
地く
に

は
、
必か
な
らず

以も

て
大
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ

業
を
恢ひ
ら
き
の弘

べ
て
、
天あ
め
の
し
た下に

光み
ち
を宅

る
に
足た

り

ぬ
べ
し
。
蓋け
だ

し
六く

に合
の
中も
な
か心

か
。
厥そ

の
飛
び
降く
だ

る
と
い
ふ
者も
の

は
、
是こ
れ

饒に
ぎ
は
や
ひ

速
日
と
謂い

ふ
か
。
何な
に

ぞ
就ゆ

き
て
都み
や
こつ
く
ら
ざ
ら
む
。」
と
の
た
ま

ふ
。）

Ｙ
『
日
本
書
紀
』
巻
三
（
神
武
紀
）
己
未
年
三
月
条
：
橿
原
奠
都
の
詔

三
月
辛
酉
朔
丁
卯
。
下
令
曰
。「
自
我
東
征
。
於
茲
六
年
矣
。
頼
以
皇

天
之
威
。
凶
徒
就
戮
。
雖
邊
土
未
清
。
餘
妖
尚
梗
。
而
中
洲
之
地
。

無
復
風
塵
。誠
宜
恢
廓
皇
都
。
規
摹
大
壯
。
而
今 

運
屬
屯
蒙
。
民
心
朴
素
。

巢
棲
穴
住
。
習
俗
惟
常
。
夫 

大
人
立
制
。
義
必
隨
時
。
苟
有
利
民
。

何
妨
聖
造
。
且
當
披
拂
山
林
。
經
營
宮
室
。
而
恭
臨
寶
位
。
以
鎭
元
元
。

上
則
答
乾
靈
授
國
之
徳
。
下
則
弘
皇
孫
養
正
之
心
。
然
後
。
兼
六
合
以
開
都
。

掩
八
紘
而
爲
宇
。
不
亦
可
乎
。」

（
三や
よ
い月

の
辛
か
の
と
の
と
り

酉
の
朔
つ
い
た
ち

丁ひ
の
と
の
う
の
ひ

卯
に
、
令
の
り
ご
とを

下く
だ

し
て
曰の
た
ま

は
く
、「
我わ
れ

東ひ
む
が
し
の
か
たを
征う

ち
し
よ
り
、
茲こ
こ

に
六む
と
せ年
に
な
り
に
た
り
。
頼ひ
た
ぶる
に
皇
あ
ま
つ
か
み天

の
威
い
き
ほ
ひを

以も

て
し
て
、
凶あ

た

こ

ろ

徒
就
戮
さ
れ
ぬ
。
邊ほ
と
りの

土く
に

未い
ま

だ
清し
づ
まら

ず
、
餘
の
こ
り

の
妖
わ
ざ
は
ひ

尚な
ほ

梗あ

れ
た
り
と
雖い
へ
ど

も
、
中う
ち
つ
く
に

洲
之
地
、
復ま
た

風さ
わ
ぎ塵

無な

し
。
誠ま
こ
と

に

皇み
や
こ都
を
恢ひ
ら

き
廓ひ
ろ

め
て
、
大お
ほ
と
の壯
を
規は
か

り
摹つ
く

る
べ
し
。
而し
か

る
を
今い
ま

運よ

屯わ
か
く
く
ら
き

蒙
に
屬あ

ひ
て
、
民
お
ほ
み
た
か
らの

心
こ
こ
ろ

朴す
な
ほ素

な
り
。
巣す

に
棲す

み
穴あ
な

に
住す

み
て
、

習し
わ
ざ俗
惟こ
れ

常つ
ね

と
な
り
た
り
。
夫そ

れ
大ひ
じ
り人
制の
り

を
立た

て
て
、
義
こ
と
わ
り

必か
な
らず
時と
き

に

隨し
た
がふ

。
苟い
や
しく

も
民た
み

に
利か
が

有あ

ら
ば
、
何
ぞ
聖ひ
じ
りの

造わ
ざ

に
妨た
が

は
む
。
且ま

さ當
に

山や
ま
は
や
し

林
を
披ひ
ら

き
拂は
ら

ひ
、
宮お
ほ
み
や室

を
經を
さ
め
つ
く營り

て
、
恭つ
つ
しみ

て
寶た
か
み
く
ら位に

臨の
ぞ

み
て
、

元お
ほ
み
た
か
ら
元
を
鎭し
づ

む
べ
し
。
上か
み

は
乾あ
ま
つ
か
み靈の
國く
に

を
授さ
づ

け
た
ま
ひ
し
徳
み
う
つ
く
し
びに
答こ
た

へ
、
下し
も

は
皇す
め
み
ま孫

の
正
た
だ
し
き
み
ちを

養や
し
なひ

た
ま
ひ
し
心
み
こ
こ
ろを

弘ひ
ろ

め
む
。
然し
か
うし

て
後

に
、
六く
に
の
う
ち合を

兼か

ね
て
都み
や
こを

開ひ
ら

き
、
八あ
め
の
し
た紘を

掩お
ほ

ひ
て
宇い
へ

に
せ
む
こ
と
、

亦ま
た

可よ

か
ら
ず
や
。）

　

掲
出
し
た
通
り
、
対
象
本
文
Ｘ
と
Ｙ
も
字
句
整
斉
に
強
い
志
向
を
示
す

箇
所
で
あ
り
、
字
句
整
斉
に
消
極
的
な
巻
三
（
神
武
紀
）
の
中
で
も
異
質

な
も
の
と
言
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
対
象
本
文
Ｘ
と
Ｙ
の

類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
経
緯
も
あ
り（

（1
（

、
両
者
の
構
句
と
表
現
は
軌
を

一
に
す
る
も
の
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
類
似
性
は
上
述
し
て
き
た
巻

七
（
景
行
紀
）
の
日
本
武
尊
関
係
記
事
Ａ
～
Ｃ
と
も
通
じ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。
特
に
表
現
の
類
似
性
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。
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５
、『
日
本
書
紀
』
巻
七
（
景
行
紀
）
四
十
年
七
月
条
（
Ｂ
）

則
天
皇
持
斧
鉞
。以
授
日
本
武
尊
曰
。「
朕
聞
。其
東
夷
也
。識
性
暴
強
。

凌
犯
爲
宗
。
村
之
無
長
。
邑
之
勿
首
。
各
貪
封
堺
。
並
相
盜
略
。（
中
略
）

故
往
古
以
來
。
未
染
王
化
。」

６
、『
日
本
書
紀
』
巻
三
（
神
武
紀
）
即
位
前
紀
（
Ｘ
）

而
遼
邈
之
地
。
猶
未
霑
於
王
澤
。
逐
使
邑
有
君
。
村
有
長
。
各
自
分
疆
。

用
相
凌
躒
。

　

用
例
５
（
Ｂ
）
は
東
夷
征
討
の
動
機
を
、
用
例
６
（
Ｘ
）
は
東
征
開
始

の
決
意
を
、
そ
れ
ぞ
れ
天
皇
自
身
が
語
る
場
面
で
あ
る
。
両
者
は
字
句
整

斉
へ
の
志
向
の
強
さ
が
共
通
す
る
の
み
な
ら
ず
、
対
応
す
る
表
現
を
傍
線

に
よ
っ
て
示
し
た
通
り
、
そ
の
表
現
も
類
似
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
指
摘
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
用
例
５
（
Ｂ
）
で
は
「
村

之
無
長
。
邑
之
勿
首
。
各
貪
封
堺
。」
と
あ
る
部
分
が
、
用
例
６
（
Ｘ
）

で
は
「
邑
有
君
。
村
有
長
。
各
自
分
疆
。」
と
あ
り
、「
村
─
邑
」「
長
─
首
・

君
」
を
対
応
さ
せ
る
構
句
が
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
用
例
５
（
Ｂ
）「
未

染
王
化
」
と
用
例
６
（
Ｘ
）「
未
霑
於
王
澤
」
は
、
東
国
に
天
皇
の
徳
化

が
行
き
届
い
て
い
な
い
こ
と
を
言
う
点
が
共
通
し
て
お
り
、「
王
化
」と「
王

澤
」
が
類
似
す
る
。
表
現
が
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
内
容

や
講
句
の
方
法
に
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

７
、『
日
本
書
紀
』
巻
七
（
景
行
紀
）
四
十
年
七
月
条
（
Ｂ
）

其
東
夷
之
中
。
蝦
夷
是
尤
強
焉
。
男
女
交
居
。
父
子
無
別
。
冬
則
宿
穴
。

夏
則
住
樔
。
衣
毛
飮
血
。
昆
弟
相
疑
。
登
山
如
飛
禽
。
行
草
如
走
獸
。

承
恩
則
忘
。
見
怨
必
報
。

８
、『
日
本
書
紀
』
巻
三
（
神
武
紀
）
己
未
三
月
条
（
Ｙ
）

自
我
東
征
、
於
茲
六
年
矣
。
賴
以
皇
天
之
威
、
凶
徒
就
戮
。
雖
邊
土
未

清
、
餘
妖
尚
梗
、
而
中
洲
之
地
、
無
復
風
塵
。
誠
宜
恢
廓
皇
都
、
規
摹

大
壯
。
而
今
運
屬
屯
蒙
、
民
心
朴
素
。
巢
棲
穴
住
、
習
俗
惟
常
。

　

用
例
７
（
Ｂ
）
と
用
例
８
（
Ｙ
）
は
東
国
に
住
ま
う
人
々
の
野
蛮
さ
を

表
現
し
た
部
分
で
あ
る
。
両
者
の
表
現
こ
そ
異
な
る
が
、
そ
の
背
景
に
は

同
一
の
漢
籍
教
養
が
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る（

（1
（

。

　

従
来
、
こ
れ
ら
の
出
典
と
し
て
は
『
禮
記
』
禮
運
と
『
文
選
』
序
が
指

摘
さ
れ
て
き
た（

（1
（

。い
ず
れ
も
表
現
が
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

そ
の
内
容
は
同
一
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
『
禮
記
』
禮
運
と
『
文

選
』
序
の
当
該
箇
所
を
掲
出
し
、
つ
い
で
用
例
７
（
Ｂ
）
と
用
例
８
（
Ｙ
）

を
含
め
た
四
者
の
表
現
を
整
理
し
て
併
記
す
れ
ば
次
の
通
り
と
な
る（

（1
（

。

９
、『
禮
記
』
禮
運
（
鄭
玄
注
）

昔
者
先
王
、
未
レ

有
二

宮
室
一

。
冬
則
居
二

營
窟
一

、
夏
則
居
二

橧
巢
一

。
未
レ
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有
二

火
化
一

。【
食
レ

腥
也
。】
食
二

草
木
之
実
、
鳥
獸
之
肉
一

、
飮
二

其
血
一

、

茹
二

其
毛
一

。
未
レ

有
二

麻
糸
一

。
衣
二

其
羽
皮
一

。【
此
上
古
之
時
也
。】

10
、『
文
選
』
序

式
觀
二

元
始
一

、
眇
覿
二

玄
風
一

。
冬
穴
夏
巢
之
時
、
茹
レ

毛
飮
レ

血
之
世
、

世
質
民
淳
、
斯
文
未
レ

作
。

禮
記　
　

冬
則
居
營
窟　

夏
則
居
橧
巢　

飮
其
血
茹
其
毛　

衣
其
羽
皮

文
選
序　

冬
穴　
　
　
　

夏
巢　
　
　
　

茹
毛
飮
血　
　
（
世
質
民
淳
）

神
武
紀　

巢
棲
穴
住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
民
心
朴
素
）

景
行
紀　

冬
則
宿
穴　
　

夏
則
住
樔　
　

飮
血　
　
　
　
　

衣
毛

　

日
本
武
尊
関
係
記
事
の
う
ち
明
確
な
出
典
を
指
摘
し
得
る
表
現
は
少
な

い
が
、
当
該
箇
所
は
『
禮
記
』
禮
運
お
よ
び
『
文
選
』
序
を
参
看
し
て
述

作
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
表
現
が
完
全
に
一
致

す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
景
行
紀
「
飮
血
」
は
『
禮
記
』
禮
運
「
飮
其
血
茹
其
毛
」

に
対
応
し
て
野
蛮
な
飲
食
を
表
現
し
、
景
行
紀
「
衣
毛
」
は
同
「
衣
其
羽

皮
」に
対
応
し
て
野
卑
な
衣
服
を
表
現
す
る
。こ
の
点
、『
文
選
』序
に「
茹

毛
飮
血
」
と
あ
る
部
分
に
近
い
が
、
字
句
の
類
似
か
ら
景
行
紀
「
衣
毛
」

と
『
文
選
』
序
「
茹
毛
」
を
結
び
付
け
て
は
誤
解
を
招
く
。「
衣
」
字
に

飲
食
に
結
び
付
く
字
義
は
な
く
、
こ
こ
で
は
素
直
に
「
毛
」
字
を
毛
皮
に

解
し
て
『
禮
記
』
禮
運
「
衣
其
羽
皮
」
と
関
係
さ
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
景
行
紀
「
冬
則
宿
穴
」
は
同
様
に
『
禮
記
』
禮
運
「
冬
則
」
と

一
致
す
る
が
、「
穴
」
字
の
利
用
か
ら
考
え
れ
ば
『
文
選
』
序
「
冬
穴
」

に
近
い
。
つ
ま
り
、
ど
ち
ら
の
文
献
に
依
拠
し
た
表
現
か
断
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
も
の
と
言
え
る
。
景
行
紀
の
当
該
箇
所
は
『
禮
記
』
禮
運
と

『
文
選
』
序
の
双
方
を
参
照
し
、
あ
る
い
は
文
献
に
拠
ら
ず
と
も
自
ら
の

知
識
・
教
養
に
よ
っ
て
、
出
典
の
骨
組
み
を
利
用
し
な
が
ら
構
句
と
表
現

を
練
り
上
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

出
典
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
流
用
せ
ず
、
自
ら
の
文
章
に
馴
染
ま
せ
て
使

用
す
る
方
法
は
神
武
紀
の
対
象
本
文
Ｘ
と
Ｙ
に
も
通
じ
る（

（1
（

。
神
武
紀
の
用

例
８
（
Ｙ
）
も
『
禮
記
』
禮
運
や
『
文
選
』
序
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る

が
、
そ
の
表
現
が
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
用
例
７
（
Ｂ
）
と

用
例
８
（
Ｙ
）
は
表
現
こ
そ
一
致
し
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
表
現
を
成
り
立

た
せ
る
背
景
に
あ
る
知
識
・
教
養
お
よ
び
文
飾
の
方
法
は
類
似
し
て
お
り
、

同
一
人
物
の
手
に
成
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

　

上
掲
の
用
例
５
（
Ｂ
）
と
用
例
６
（
Ｘ
）
で
は
「
村
─
邑
」「
長
─
首
・

君
」「
堺
─
疆
」「
王
化
─
王
澤
」
の
よ
う
に
表
現
の
類
似
が
確
認
さ
れ
、

用
例
７
（
Ｂ
）
と
用
例
８
（
Ｙ
）
で
は
表
現
の
背
景
に
あ
る
知
識
・
教
養

お
よ
び
文
飾
の
方
法
が
通
じ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
構
句
は
い
ず
れ
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も
四
字
句
・
六
字
句
を
基
調
と
し
た
字
句
整
斉
を
強
く
志
向
す
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
し
た
表
現
と
構
句
の
共
通
性
か
ら
、
対
象
本
文

Ａ
・
Ｂ
・
Ｘ
・
Ｙ
、
お
よ
び
次
節
に
て
検
討
す
る
Ｃ
も
含
め
て
、
こ
れ
ら

が
同
一
人
物
の
手
に
成
り
、
字
句
整
斉
に
消
極
的
な
周
囲
の
記
事
と
は
述

作
の
過
程
を
異
に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

五
、
天
皇
と
日
本
武
尊
の
対
話
に
共
通
す
る
表
現

　

最
後
に
、
東
夷
征
討
の
復
命
と
病
没
を
描
く
対
象
本
文
Ｃ
を
取
り
上
げ

た
い
。
天
皇
と
日
本
武
尊
と
の
対
話
の
場
面
に
四
字
句
が
集
中
し
、
句
の

始
発
が
明
ら
か
と
な
る
字
句
を
濫
り
に
頻
用
す
る
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の

対
象
本
文
Ａ
・
Ｂ
と
同
様
で
あ
る
。

Ｃ
『
日
本
書
紀
』
巻
七
（
景
行
紀
）
四
十
年
是
歳
条

逮
于
能
褒
野
。
而
痛
甚
之
。
則
以
所
俘
蝦
夷
等
。
獻
於
神
宮
。
因
遣
吉

備
武
彦
。
奏
之
於
天
皇
曰
。「
臣
受
命
天
朝
。
遠
征
東
夷
。
則 

被
神
恩
。

賴
皇
威
。
而
叛
者
伏
罪
。
荒
神
自
調
。
是
以
。
巻
甲
戢
戈
。
愷
悌
還
之
。

冀
曷
日
曷
時
。
復
命
天
朝
。
然 

天
命
忽
至
。
隙
駟
難
停
。
是
以
。

獨
臥
曠
野
。
無
誰
語
之
。
豈
惜
身
亡
。
唯
愁
不
面
。」
既
而
崩
于
能
褒
野
。

時
年
卅
。天
皇
聞
之
。寢
不
安
席
。
食
不
甘
味
。
晝
夜
喉
咽
。
泣
悲
挙
笛
。

因
以
。
大
歎
之
曰
。「
我
子
小
碓
王
。
昔
熊
襲
叛
之
日
。
未
及
總
角
。

久
煩
征
伐
。既
而 

恆
在
左
右
。
補
朕
不
及
。
然 

東
夷
騷
動
。
勿
使
討
者
。

忍
愛
以
入
賊
境
。
一
日
之
無
不
顧
。
是
以
。
朝
夕
進
退
。
佇
待
還
日
。

何
禍
兮
。
何
罪
兮
。
不
意
之
間
。
倏
亡
我
子
。
自
今
以
後
。
與
誰
人
之
。

經
綸
鴻
業
耶
。」
卽
詔
群
卿
命
百
寮
。
仍
葬
於
伊
勢
國
能
褒
野
陵
。

（
能の

ぼ

の
褒
野
に
逮い
た

り
て
、
痛
な
や
み

甚さ
は

な
り
。
則す
な
はち

俘と
り
こに

せ
る
蝦え
み
し夷

等ど
も

を
以も

て
、

神か
み
の
み
や
宮
に
獻
た
て
ま
つる
。
因よ

り
て
吉き
び
の
た
け
ひ
こ

備
武
彦
を
遣ま
だ

し
て
、
天
す
め
ら
み
こ
と
皇
に
奏ま
う

し
て
曰ま
う

し

た
ま
は
く
、「
臣
や
つ
か
れ、

命み
こ
とを

天み
か
ど朝

に
受
う
け
た
ま
はり

て
、
遠と
ほ

く
東あ
づ
まの

夷ひ
な

を
征う

つ
。

則
ち
神か
み

の
恩め
ぐ
みを

被か
う
ぶり

、
皇き
み

の
威
み
い
き
ほ
ひに

頼よ

り
て
、
叛そ
む

く
者も
の

罪つ
み

に
伏し
た
がひ

。

荒あ
ら

ぶ
る
神か
み

自お
の

づ
か
ら
に
調し
た
がひ
ぬ
。
是こ
こ

を
以も

て
、
甲よ
ろ
ひを
巻ま

き
戈ほ
こ

を
戢を
さ

め

て
、
愷い
く
さ
と悌

け
て
還か
へ

れ
り
。
冀ね
が

は
く
は
曷い
づ
れの

日ひ

曷い
づ
れの

時と
き

に
か
、
天み
か
ど朝

に

復か
へ
り
こ
と
ま
う
命
さ
む
と
。
然し
か

る
に
天
い
の
ち
の
か
ぎ
り命
忽た
ち
ま
ちに
至い
た

り
て
、
隙ひ
の
あ
し駟
停と
ど
まり
難が
た

し
。

是こ
こ

を
以も

て
、
獨
ひ
と
り

曠あ
ら
の野

に
臥ふ

す
。
誰た
れ

に
も
語か
た

る
こ
と
無な

し
。
豈あ
に

身み

の
亡ほ
ろ

び
む
こ
と
を
惜を
し

ま
む
や
。
唯た
だ

愁う
れ

ふ
ら
く
は
面
ま
の
あ
た
り
つ
かへ

ま
つ
ら
ず
な
り

ぬ
る
こ
と
の
み
。」
と
ま
う
し
た
ま
ふ
。
既す
で

に
し
て
能の

ぼ

の
褒
野
に
崩か
む
さり

ま
し
ぬ
。
時
に
年と
し

三み
そ
ぢ十

。
天
す
め
ら
み
こ
と皇

聞き
こ

し
め
し
て
、
寢
み
ね
ま
す
こ
と

席み
ま
し

安や
す

か
ら

む
や
。

食

み
も
の
た
て
ま
つ
ら
む
こ
と

味
あ
ぢ
は
ひ

甘あ
ま

か
ら
ず
。
晝ひ
る
よ
る夜
喉む

せ咽
び
て
、
泣い
さ

ち
悲か
な
しび

た
ま
ひ
て
摽み
む
ね
う擗

ち
た
ま
ふ
。
因よ

り
て
、
大お
ほ

き
に
歎な
げ

き
て
曰の
た
ま

は
く
、

「
我わ

が
子こ

小を
う
す
の
み
こ

碓
王
、
昔
む
か
し

熊く
ま
そ襲

の
叛そ
む

き
し
日
に
、
未い
ま

だ
總あ
げ
ま
き角

に
も
及あ

ら

ぬ
に
、
久ひ
さ

に
征た
た
か
ひ伐
に
煩わ
づ
らひ
、
既す
で

に
し
て
恆つ
ね

に
左か
た
は
ら右
に
在あ

り
て
、
朕わ

が
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不か
け
た
る
こ
と
及
を
補お
き
ぬふ
。然
る
に
東あ
づ
まの
夷ひ
な

騷さ
わ

き
動と
よ

み
て
、討う

た
し
む
る
者ひ
と

勿な

し
。

愛め
ぐ
みを

忍し
の

び
て
賊あ
た

の
境さ
か
ひに

入い

ら
し
む
。
一ひ
と
ひ日

も
顧し
の

び
ず
と
い
ふ
こ
と
無

し
。
是こ
こ

を
以も

て
、
朝あ
さ
よ
ひ夕

に
進さ
ま
よ退

ひ
て
、
還か
へ

る
日
を
佇つ
ま
だち

て
待ま

つ
。
何な
に

の
禍
わ
ざ
は
ひぞ
も
、
何
の
罪つ
み

ぞ
も
、
不ゆ
く
り
も
な
く

意
之
間
、
我わ

が
子
を
倏あ
か
ら
め
さ亡す
こ
と
。

今
よ
り
以の

ち後
、誰た

れ人
と
與と
も

に
か
、鴻
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ

業
を
經を

さ綸
め
む
。」と
の
た
ま
ふ
。

即す
な
はち
群
ま
へ
つ
き
み
た
ち
卿
に
詔
み
こ
と
の
りし
百
つ
か
さ
つ
か
さ
寮
に
命
み
こ
と
お
ほせ
て
、
仍よ

り
て
伊い
せ
の
く
に

勢
國
の

能の
ぼ
の
の
み
さ
さ
ぎ

褒
野
陵
に
葬は
ぶ

り
ま
つ
る
。）

　

前
節
ま
で
に
「
令
苦
～
」
と
い
う
構
文
を
例
と
し
て
、
Ａ
・
Ｂ
の
表
現

に
共
通
性
が
あ
る
こ
と
は
指
摘
し
た
。
本
節
で
は
、
対
象
本
文
Ａ
～
Ｃ
に

共
通
し
て
見
ら
れ
る
類
型
表
現
を
整
理
し
、
そ
の
共
通
性
が
構
句
の
類
似

に
留
ま
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
。

　

ま
ず
、
対
象
本
文
Ａ
と
Ｃ
に
共
通
す
る
類
型
表
現
と
し
て
は
、「
Ａ
邊

境
騷
動
」
と
「
Ｃ
東
夷
騷
動
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
「
東
夷
多
叛
」

に
続
く
一
節
で
あ
り
、
後
者
は
東
夷
征
討
を
終
え
た
こ
と
を
復
命
す
る
場

面
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
対
象
本
文
Ｂ
と
Ｃ
に
共
通
す
る
類
型
表
現
と
し

て
は
、「
Ｂ
經
綸
天
業
」
と
「
Ｃ
經
綸
鴻
業
」、「
Ｂ
賊
首
伏
罪
」
と
「
Ｃ

叛
者
伏
罪
」
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
内
容
上
の
共
通
点
が
あ
る
た
め
に
表
現

も
類
似
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
四
字
句
の
一
部
を
置
き
換
え
て
表

現
が
平
板
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、対
象
本
文
Ａ
～
Ｃ
の
三
者
に
共
通
す
る
類
型
表
現
と
し
て
は
、

「
Ａ
賴
天
皇
之
神
靈
」「
Ｂ
賴
皇
靈
之
威
」「
Ｂ
賴
神
祇
之
靈
」「
Ｂ
借
天

皇
之
威
」「
Ｃ
被
神
恩
」「
Ｃ
賴
皇
威
」
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
天
神
・

皇
祖
の
霊
威
を
背
景
と
し
た
総
体
と
し
て
の
天
皇
に
よ
る
加
護
・
恩
沢
を

表
す
も
の
と
考
え
ら
れ（

（2
（

、
こ
れ
に
よ
っ
て
野
蛮
な
東
夷
が
徳
化
さ
れ
る
こ

と
を
繰
り
返
し
て
表
現
す
る
。
他
に
「
Ｂ
未
染
王
化
」（
用
例
５
）
や
「
Ｂ

示
之
以
威
・
懷
之
以
徳
」「
Ｂ
示
以
徳
教
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
か

ら
考
え
て
も
、
対
象
本
文
Ａ
～
Ｃ
が
徳
化
・
王
化
に
よ
る
統
治
を
強
調
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
様
の
表
現
は
、「
Ｘ
未
霑
於
王
澤
」（
用
例
６
）

や
「
Ｙ
賴
以
皇
天
之
威
」
の
よ
う
に
対
象
本
文
Ｘ
と
Ｙ
に
も
見
ら
れ
、
こ

れ
ら
対
象
本
文
Ａ
～
Ｃ
お
よ
び
Ｘ
と
Ｙ
が
同
じ
述
作
方
針
を
共
有
す
る
も

の
と
見
る
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

六
、
臣
・
日
本
武
尊
と
王
・
日
本
武
尊

　

こ
こ
ま
で
、
巻
七
（
景
行
紀
）
の
う
ち
日
本
武
尊
関
係
記
事
の
構
句
が

周
囲
に
比
べ
て
異
質
で
あ
る
と
同
時
に
、
天
皇
と
日
本
武
尊
の
対
話
を
中

心
と
す
る
対
象
本
文
Ａ
～
Ｃ
に
類
型
表
現
が
繰
り
返
し
て
使
用
さ
れ
る
こ

と
を
確
認
し
て
き
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
日
本
武
尊
の
位
置
付
け
が
字
句

整
斉
箇
所
の
内
外
で
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
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日
本
武
尊
は
対
象
本
文
Ａ
～
Ｃ
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
「
Ａ
臣0

賴
天
皇

之
神
靈･･･
」、「
Ｂ
臣0

則
先
勞
西
征･･･

」、「
Ｃ
臣0

受
命
天
朝･･･

」
の
よ

う
に
、
い
ず
れ
も
「
臣
」
と
自
称
し
て
か
ら
発
話
を
開
始
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
前
節
に
指
摘
し
た
徳
化
・
王
化
と
は
、
天
皇
と
の
対
話
を
描
く
対
象

本
文
Ａ
～
Ｃ
の
内
部
に
限
っ
て
言
え
ば
、
天
皇
の
「
臣
」
で
あ
る
日
本
武

尊
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
対
象
本
文
Ａ
～
Ｃ
の
外
部
に
目
を
向
け
る
と
、
天
皇
に
準
じ

る
位
置
付
け
が
日
本
武
尊
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

11
、『
日
本
書
紀
』
巻
七
（
景
行
紀
）
四
十
年
是
歳
条

是
歳
。
日
本
武
尊
。
初
至
駿
河
。
其
處
賊
陽
從
之
欺
曰
。「
是
野
也
。

麋
鹿
甚
多
。氣
如
朝
霧
。足
如
茂
林
。臨
而
應
狩
。」日
本
武
尊
信
其
言
。

入
野
中
而
覓
獸
。
賊
有
殺
王
之
情
【
王
、
謂
日
本
武
尊
也
。】
放
火
燒

其
野
。
王
知
被
欺
。
則
以
燧
出
火
之
。
向
燒
而
得
免
。

12
、『
日
本
書
紀
』
巻
七
（
景
行
紀
）
四
十
年
是
歳
条
（
Ｃ
）

既
而
崩
于
能
褒
野
。
時
年
卅
。

　

用
例
11
と
用
例
12
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
武
尊
は
注
記
を
要
し

て
「
王
」
と
呼
称
さ
れ
、
亡
く
な
る
に
際
し
て
は
天
皇
と
同
等
の
「
崩
」

字
が
用
い
ら
れ
る
。
天
皇
と
の
対
話
の
中
に
お
け
る
自
称
と
、
対
話
の
外

に
お
け
る
呼
称
と
で
は
性
質
が
異
な
る
が
、
日
本
書
紀
が
「
臣
」
を
自
称

さ
せ
る
日
本
武
尊
の
死
に
「
崩
」
字
を
用
い
る
こ
と
に
矛
盾
を
認
め
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
古
事
記
で
は
倭
建
命
が
天
皇
と
同
等
の
扱
い
を
受

け
る
こ
と（

（2
（

に
照
ら
し
て
考
え
れ
ば
、
日
本
書
紀
が
日
本
武
尊
に
「
臣
」
と

繰
り
返
し
て
自
称
さ
せ
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。

　

用
例
12
に
示
し
た「
崩
」字
は
対
象
本
文
Ｃ
の
中
に
見
え
る
用
例
だ
が
、

天
皇
と
の
対
話
か
ら
外
れ
た
部
分
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、
字
句
整
斉
に
消

極
的
な
日
本
武
尊
の
事
績
を
描
く
本
体
記
事
で
は
「
王
」
と
位
置
付
け
て

天
皇
に
準
じ
て
扱
い
、
一
方
で
は
、
字
句
整
斉
に
積
極
的
な
天
皇
と
日
本

武
尊
の
対
話
記
事
で
は
「
臣
」
と
位
置
付
け
る
も
の
と
言
え
る
。

　

日
本
武
尊
に
天
皇
紀
を
用
意
し
な
い
日
本
書
紀
に
と
っ
て
、
天
皇
に
準

じ
た
位
置
付
け
を
日
本
武
尊
に
与
え
る
こ
と
が
述
作
方
針
に
反
す
る
こ
と

は
自
明
だ
ろ
う
。
本
来
な
ら
ば
「
王
」
字
や
「
崩
」
字
は
削
除
・
修
正
し

て
統
一
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
「
臣
」
と
し
て
の
日

本
武
尊
と「
王
」と
し
て
の
日
本
武
尊
が
多
層
的
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
日
本
武
尊
を
「
臣
」
と
す
る
字
句
整
斉
に
積
極
的
な
天
皇
と

の
対
話
記
事
と
、
日
本
武
尊
を
「
王
」
と
す
る
字
句
整
斉
に
消
極
的
な
事

績
を
描
く
本
体
記
事
と
の
間
で
は
、述
作
方
針
が
共
有
さ
れ
て
い
な
い
か
、

も
し
く
は
矛
盾
を
包
摂
す
る
よ
う
な
述
作
方
針
が
想
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
矛
盾
の
あ
る
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
本
体
記
事
は
日
本
書
紀
全
体
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へ
の
最
終
的
な
修
正
・
加
筆
・
潤
色
の
行
わ
れ
る
前
の
本
文
を
留
め
る
も

の
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
編
纂
の
最
終
段
階
に
至
っ
て
、
本
来
の
記
述
を

尊
重
し
つ
つ
も
、
こ
れ
を
日
本
書
紀
全
体
の
述
作
方
針
に
馴
染
ま
せ
、
巻

七
（
景
行
紀
）
と
い
う
同
一
巻
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
目
的
の
も
と
、

天
皇
と
日
本
武
尊
の
対
話
記
事
が
用
意
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本

武
尊
が
景
行
天
皇
の
「
臣
」
と
し
て
東
夷
を
徳
化
・
王
化
す
る
構
図
が
成

り
立
つ（

（2
（

。お
わ
り
に

　

本
稿
に
て
確
認
し
た
内
容
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
通
り
と
な
る
。

①�

巻
七
（
景
行
紀
）
内
部
に
は
、
日
本
武
尊
関
係
記
事
と
そ
れ
を
除
く
部

分
と
の
間
に
、
字
句
整
斉
に
対
す
る
志
向
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
特

に
天
皇
と
日
本
武
尊
の
対
話
記
事
は
字
句
整
斉
に
積
極
的
で
あ
り
、
構

句
や
述
作
の
方
法
が
他
と
は
異
な
る
。

②�

日
本
武
尊
関
係
記
事
の
う
ち
、天
皇
と
日
本
武
尊
と
の
対
話
記
事
で
は
、

日
本
武
尊
が
天
皇
の
「
臣
」
で
あ
る
こ
と
を
自
称
し
、「
皇
霊
之
威
」

や
「
神
祇
之
霊
」
に
よ
っ
て
熊
襲
や
蝦
夷
を
「
王
化
」
す
る
こ
と
が
対

話
記
事
に
一
貫
し
て
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
る
。

③�

し
か
し
、
日
本
武
尊
は
、
そ
の
事
績
を
記
す
本
体
記
事
に
お
い
て
「
王
」

と
呼
称
さ
れ
、
そ
の
病
没
に
は
天
皇
に
等
し
く
「
崩
」
字
が
用
い
ら
れ
、

巻
七
（
景
行
紀
）
の
内
部
に
も
述
作
方
針
の
矛
盾
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
矛
盾
は
①
に
指
摘
し
た
構
句
の
差
異
と
軌
を
一
に
す
る
。

④�

日
本
武
尊
関
係
記
事
の
字
句
整
斉
相
当
箇
所
と
は
、
日
本
武
尊
を
「
臣
」

と
し
て
日
本
書
記
の
中
に
馴
染
ま
せ
、
巻
七
（
景
行
紀
）
と
い
う
同
一

巻
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
目
的
の
も
と
に
加
筆
さ
れ
た
部
分
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
加
筆
者
な
い
し
加
筆
方
針
は
、
構
句
や
表
現
の
類
似
性

か
ら
、
神
武
紀
の
二
つ
の
詔
と
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

注（１
）	

小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
學
と
中
國
文
學
（
上
）』（
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）
に

は
、
た
と
え
ば
「
神
代
紀
の
冒
頭
の
漢
籍
的
潤
色
や
文
選
語
な
ど
を
巻
中
に
散
在

さ
せ
る
方
法
は
、神
武
紀
の
、冒
頭
の
潤
色
や（
神
武
記
に
は
こ
の
部
分
が
な
い
）、

文
選
の
利
用
方
法
に
同
じ
。
即
ち
第
一
次
の
原
古
事
記
的
な
表
現
の
上
に
潤
色
を

加
え
た
の
は
、
兩
紀
そ
れ
ぞ
れ
別
人
と
み
ら
れ
る
が
、
更
に
漢
籍
的
潤
色
を
加
へ

た
第
二
次
或
は
最
後
の
整
理
者
（
述
作
者
）
は
兩
紀
と
も
に
同
一
人
で
は
な
い
か

と
思
は
れ
る
。」（
四
五
二
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）	

日
本
書
紀
全
三
十
巻
は
同
一
の
書
名
の
も
と
に
編
纂
さ
れ
な
が
ら
、
使
用
さ
れ
る

音
韻
・
仮
名
・
表
記
・
語
彙
・
語
法
・
文
体
・
注
記
・
暦
日
・
内
容
等
に
お
い
て
、

同
一
の
方
針
の
も
と
に
成
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
不
整
合
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
日
本
書
紀
の
本
文
内
部
に
徴
証
を
得
て
解
釈
を
行
お
う
と
す
る
場
合
、
全
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三
十
巻
に
わ
た
る
一
貫
性
を
見
出
せ
な
い
た
め
困
難
に
陥
る
。

（
３
）	

森
博
達
『
日
本
書
紀 

成
立
の
真
実
─
書
き
換
え
の
主
導
者
は
誰
か
』（
中
央
公
論

新
社
、
二
〇
一
一
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
４
）	

た
と
え
ば
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
皇
祖
神
と
い
う
重
要
な
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
な
が

ら
、
そ
の
呼
称
が
統
一
さ
れ
な
い
ま
ま
日
本
書
紀
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
題
が
挙

げ
ら
れ
る
。
日
本
書
紀
に
見
え
る
「
日
神
」
や
「
大
日
孁
貴
」
を
「
天
照
大
神
」

と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
一
方
、
ほ
ぼ
同
じ
呼
称
に
統
一
を
図
る
古
事
記

と
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
使
用
す
る
語
彙
や
述
作
者
が
異
な
る
だ
け
で

な
く
、
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
の
成
立
を
述
作
の
前
提
に
す
る
か
し
な
い
か
、
あ
る

い
は
、
可
能
か
不
可
能
か
と
い
う
、
編
纂
方
針
の
問
題
に
か
か
わ
る
も
の
と
見
る

べ
き
だ
ろ
う
。
関
連
す
る
主
な
先
行
研
究
に
は
、
筑
紫
申
真
『
ア
マ
テ
ラ
ス
の
誕

生
』（
講
談
社
学
術
文
庫
1545
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出
一
九
六
二
年
）、
北
川
和
秀
「
古

事
記
上
巻
と
日
本
書
紀
神
代
巻
と
の
関
係
」（『
文
学
』
第
四
十
八
巻
五
号
、
岩
波

書
店
、
一
九
八
〇
年
五
月
）、
新
谷
尚
紀
『
伊
勢
神
宮
と
出
雲
大
社
─
「
日
本
」

と
「
天
皇
」
の
誕
生
─
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
434
、
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
）、

森
博
達
「
皇
祖
天
照
大
神
は
い
つ
誕
生
し
た
か
─
『
日
本
書
紀
』
区
分
論
か
ら
史

実
を
探
る
─
」（『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
十
九
号
、
二
〇
一
四

年
三
月
）
が
あ
る
。

（
５
）	

あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
な
漢
籍
に
範
を
求
め
て
述
作
さ
れ
た
の
か
、
特
に
大
陸
の

文
化
が
六
朝
か
ら
唐
へ
と
移
り
変
わ
る
中
、
ど
の
時
点
の
影
響
を
蒙
っ
て
日
本
書

紀
の
表
現
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
と
も
結
び
付
く
。
日
本
書
紀
の

体
例
が
「
正
史
」
で
は
な
く
「
通
史
」
に
倣
っ
た
も
の
と
す
る
見
解
が
あ
り
、
池

田
昌
広「『
日
本
書
紀
』書
名
論
序
説
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』第
三
十
五
号
、

二
〇
〇
七
年
三
月
）
は
、「『
日
本
書
紀
』
は
六
朝
史
学
の
所
産
」（
一
〇
二
頁
）

と
位
置
付
け
る
。

（
６
）	

こ
こ
で
言
う
「
日
本
武
尊
関
係
記
事
」
と
は
、
景
行
紀
二
十
七
年
十
月
条
（
熊
襲

征
討
）
～
五
十
一
年
条
（
病
没
）
ま
で
を
指
す
。

（
７
）	

横
田
健
一
『
日
本
書
紀
成
立
論
序
説
』（
第
一
章
「『
日
本
書
紀
』
の
用
語
よ
り
み

た
巻
々
の
特
色
に
つ
い
て
の
二
、三
の
考
察
」、
塙
書
房
、
一
九
八
四
年
、
初
出

一
九
六
八
年
三
月
）
で
は
「
摽
擗
」「
乃
棲
遑
不
知
其
所
跋
渉
」「
倏
亡
（
儵
亡
）」

「
鴻
業
」
等
の
用
例
検
証
を
通
し
て
、「
神
武
紀
と
景
行
紀
（
と
く
に
四
十
年
条
）

の
筆
者
は
、あ
る
い
は
同
一
人
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
。」（
四
三

頁
）
と
指
摘
し
た
う
え
で
、「
私
は
前
に
四
十
年
条
か
ら
文
章
の
調
子
が
変
わ
る

と
い
っ
た
。
そ
れ
は
単
に
「
皇
子
」
か
ら
「
王
」
へ
変
化
し
た
だ
け
で
は
な
い
。

文
章
の
調
子
が
四
十
年
条
か
ら
、
急
に
抽
象
的
な
む
ず
か
し
い
漢
語
を
多
く
使
用

す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
漢
語
の
熟
語
の
数
例
を
前
節
に
と
り
あ
げ
て
考
え
て
み

た
の
で
あ
る
が
、
同
じ
語
や
類
語
の
他
の
巻
に
出
て
い
る
例
で
も
、
や
は
り
む
ず

か
し
い
漢
語
を
多
用
し
て
い
る
。（
中
略
）
こ
れ
は
、
蝦
夷
そ
の
他
東
国
征
伐
の

伝
承
部
分
を
、『
書
紀
』
の
編
纂
完
成
に
も
っ
と
も
近
い
こ
ろ
に
、
あ
る
漢
文
に

熟
達
し
た
学
者
が
文
を
練
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
私
は
四
十
年
条
以
前
と
以
後
と
で

景
行
紀
編
者
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
も
っ
て
い
る
。」（
四
六
頁
）

と
の
見
解
を
示
す
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
景
行
紀
四
十
年
条
を
区
切
り
と
し
た
述

作
者
の
異
な
り
を
言
う
の
で
は
な
く
、
日
本
武
尊
関
係
記
事
に
対
し
て
大
幅
な
加

筆
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

（
８
）	

瀬
間
正
之
「
漢
字
で
書
か
れ
た
こ
と
ば
─
訓
読
的
思
惟
を
め
ぐ
っ
て
─
」（
東
京

大
学
国
語
国
文
学
会
『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
十
六
巻
第
五
号
、
一
九
九
九
年
五

月
、
四
〇
頁
）
の
指
摘
に
よ
る
。

（
９
）	《
表
Ａ
》
は
、
拙
稿
「
日
本
書
紀
の
文
体
」（
瀬
間
正
之 

編
『「
記
紀
」
の
可
能
性
』、

古
代
文
学
と
隣
接
諸
学
10
、
竹
林
舎
、
二
〇
一
八
年
四
月
）
に
掲
出
し
た
も
の
を
、

本
稿
の
目
的
に
合
わ
せ
て
再
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
中
の
「
群
」
は
、
森
博

達
『
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
』（
中
公
新
書1502

、
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
）

の
提
示
す
る
区
分
、
お
よ
び
前
掲
拙
稿
に
て
検
証
し
た
区
分
を
併
記
し
た
。「
句

点
数
」
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
の
示
す
本
文
の
句
点
と
読
点
を

数
え
、
こ
れ
に
占
め
る
四
字
句
や
六
字
句
等
「
同
字
数
句
」
の
割
合
を
算
出
し
た
。
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詳
細
は
前
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）	
詳
し
く
は
前
掲
注
９
拙
稿
の
《
表
Ｇ
》（
一
九
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
11
）	
こ
れ
ら
Ａ
～
Ｃ
の
他
に
も
、
日
本
武
尊
関
係
記
事
に
は
四
字
句
等
の
字
句
整
斉
が

行
わ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
四
十
年
是
歳
条
の
駿
河
・
焼
津
の
場
面
に
見
ら
れ

る
「
是
野
也
。
麋
鹿
甚
多
。
氣
如
朝
霧
。
足
如
茂
林
。
臨
而
應
狩
。」、
同
じ
く
相
模
・

馳
水
で
の
弟
橘
媛
の
入
水
の
場
面
に
見
ら
れ
る
「
乃
至
于
海
中
。
暴
風
忽
起
。

王
船
漂
蕩
。
而
不
可
渡
。」、
蝦
夷
平
定
の
場
面
に
見
ら
れ
る
「
仰
視
君
容
。

秀
於
人
倫
。
若
神
之
乎
。
欲
知
姓
名
。」、
信
濃
・
白
鹿
と
白
狗
の
場
面
に
見
ら
れ
る

「

山
高
谷
幽
。

翠
嶺
萬
重
。

人
倚
杖
而
難
升
。

巖
嶮
磴
紆
。

長
峯
數
千
。

馬
頓
轡
而
不
進
。」の
四
箇
所
で
あ
る
。本
節
の
考
察
対
象
と
す
る
箇
所
と
比
べ
て
、

字
句
整
斉
へ
の
志
向
は
強
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
部
分
的
な
加
筆
修
正
の

結
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
余
地
も
残
さ
れ
る
。

（
12
）	

日
本
書
紀
の
引
用
は
、
本
文
は
『
日
本
書
紀
』（
監
訳
：
井
上
光
貞
、
中
央
公
論
社
、

一
九
八
七
年
）
所
収
の
林
勉
氏
の
校
訂
本
文
に
従
い
、
訓
読
は
古
訓
を
再
現
す
る

日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』（
校
注
：
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・

大
野
晋
、
監
修
：
高
木
市
之
助
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
に
拠
り
、
注
釈
は

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』（
校
注
・
訳
：
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・

西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
し
た
。

（
13
）	

五
井
蘭
洲『
刪
正
日
本
書
紀
』（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
）で
は
、

後
掲
す
る
用
例
１
～
４
の
当
該
「
令
」
字
を
削
除
、
も
し
く
は
他
の
字
に
置
き
換

え
て
お
り
、
当
該
例
は
誤
用
と
認
定
し
て
い
た
ら
し
い
。
同
文
献
は
森
博
達
『
日

本
書
紀 

成
立
の
真
実 

─
書
き
換
え
の
主
導
者
は
誰
か
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
一
一
年
、
六
一
頁
～
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
な
お
、「
令

苦
～
」
と
い
う
構
文
は
漢
籍
に
用
例
を
見
出
し
難
く
、
一
方
で
漢
訳
仏
典
に
は
用

例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
指
摘
し
た
通
り
、
訓
読
的
思
惟
に
基
づ
く
和
習

と
考
え
ら
れ
る
が
、
仏
教
漢
文
か
ら
の
影
響
も
考
慮
さ
れ
る
。

（
14
）	

中
村
宗
彦
「「
神
武
紀
」
文
章
の
再
検
討
」（
天
理
大
学
学
術
研
究
会
『
天
理
大
学

学
報
』
語
学
・
文
学
・
人
文
・
社
会
・
自
然
編
、
第
四
十
二
巻
第
一
号
、
第

一
六
五
輯
、
一
九
九
〇
年
十
月
）
で
は
「
東
征
の
詔
と
橿
原
奠
都
の
詔
は
次
の
よ

う
に
相
応
じ
て
お
り
、
編
文
上
も
そ
れ
な
り
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）

磐
余
彦
尊
の
東
征
に
あ
た
っ
て
の
志
が
半
ば
実
現
し
、
更
に
将
来
に
向
っ
て
抱
負

を
述
べ
る
の
で
あ
る
か
ら
両
者
の
表
現
が
呼
応
し
て
い
る
の
が
当
然
で
あ
る
。」

（
一
六
頁
）
と
指
摘
す
る
。

（
15
）	

小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
學
と
中
國
文
學
（
上
）』（
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）
で

は
対
象
本
文
Ｙ
を
指
し
て
、「
こ
の
詔
は
文
選
の
賦
に
暗
示
を
得
、
文
選
語
の
ほ

か
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
周
易
語
を
加
へ
た
も
の
で
あ
つ
て
─
た
と
へ
ば
、「
弘
二

皇
孫

養
レ

正
之
心
一

」
の
「
養
正
」
は
周
易
蒙
卦
な
ど
よ
り
─
、
こ
れ
は
前
に
あ
げ
た
神

武
紀
の
語
彙
の
出
典
に
照
ら
し
て
も
う
べ
な
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
周
易
語
は
何
れ

も
短
文
短
語
で
あ
つ
て
、
こ
の
程
度
な
ら
ば
記
憶
に
よ
つ
て
も
挿
入
で
き
よ
う
。」

（
四
四
八
頁
～
四
四
九
頁
）
と
指
摘
し
、
神
武
紀
が
直
接
的
に
文
選
語
を
利
用
す

る
こ
と
を
主
張
す
る
。

（
16
）	

前
掲
注
12
に
示
し
た
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
お
よ
び
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』
の
頭
注
に
拠
る
。
出
典
の
指
摘
に
は
従
い
た
い
が
、
い

ず
れ
も
景
行
紀
「
衣
レ

毛
」
の
具
体
的
な
参
照
先
と
し
て
『
禮
記
』
禮
運
「
茹
二

其

毛
一

」
や
『
文
選
』
序
「
茹
レ

毛
」
を
想
定
す
る
点
の
み
首
肯
し
難
い
。
ま
た
、『
文

選
』
呂
延
濟
注
の
知
識
に
拠
っ
て
「
衣
」
字
を
「
シ
ク
」
と
す
る
古
訓
に
も
従
え

な
い
。
後
述
す
る
通
り
、
景
行
紀
「
衣
レ

毛
」
は
、
同
じ
『
禮
記
』
禮
運
の
中
で

も
「
衣
二

其
羽
皮
一

」
に
依
拠
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
17
）	『
文
選
』
の
引
用
は
『
新
校
訂
六
家
注
文
選
』（
奎
章
閣
本
、
鄭
州
大
学
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
）
に
拠
り
、
訓
読
は
私
に
行
っ
た
。

（
18
）	

神
武
紀
に
見
え
る
対
象
本
文
Ｘ
と
Ｙ
の
比
較
検
討
は
、
別
稿
を
用
意
す
る
予
定
で

あ
る
。
両
者
の
類
似
・
呼
応
は
、
一
方
が
他
方
を
模
倣
・
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、

『
周
易
』
や
『
文
選
』
の
知
識
を
自
家
薬
籠
中
の
物
と
し
て
自
ら
文
飾
す
る
能
力

を
有
す
る
、
同
一
人
物
の
潤
色
加
筆
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
19
）	

拙
稿「
神
武
紀
冒
頭
部
の
位
置
付
け
─
ア
マ
テ
ラ
ス
の
呼
称
転
換
と
訓
注
の
重
出
・

不
順
を
め
ぐ
っ
て
─
」（
古
事
記
学
会
『
古
事
記
年
報
』
第
五
十
七
号
、

二
〇
一
五
年
一
月
）
で
は
、
対
象
本
文
Ｘ
を
含
む
神
武
紀
冒
頭
部
と
対
象
本
文
Ｙ

を
含
む
後
続
部
と
の
間
に
お
い
て
、
述
作
者
や
述
作
方
針
の
転
換
が
あ
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
た
。
も
と
も
と
両
者
は
別
に
述
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
編
纂
の

最
終
段
階
に
至
っ
て
整
理
統
合
す
る
際
に
、
体
裁
を
整
え
る
べ
く
対
象
本
文
Ｘ
と

Ｙ
に
同
一
人
物
に
よ
る
潤
色
加
筆
が
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
に
て

取
り
上
げ
た
対
象
本
文
Ａ
～
Ｃ
も
同
時
期
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
だ
ろ

う
。

（
20
）	

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
本
書
紀
に
お
け
る
「
頼
」
字
の
古
訓
と
解
釈

─
統
治
の
拠
り
所
を
め
ぐ
る
「
天
皇
」
概
念
の
転
換
─
」（
國
學
院
大
學
上
代
文

学
研
究
室
『
上
代
文
学
研
究
論
集
』
第
四
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
に
て
詳
述
し

た
。

（
21
）	

福
田
良
輔
「
倭
建
の
命
は
天
皇
か
─
古
事
記
の
用
字
法
に
即
し
て
─
」（
九
州
大

学
国
語
国
文
学
会
『
語
文
研
究
』
第
三
巻
、
一
九
五
五
年
十
一
月
）
に
は
、「
古

事
記
に
お
い
て
国
語
の
敬
語
を
表
記
し
て
ゐ
る「
御
」「
坐
」「
幸
」「
崩
」「
詔
」「
奉
」

「
大
」
及
び
特
定
の
身
分
を
表
示
す
る
「
后
」
等
の
漢
字
が
倭
建
の
命
又
は
そ
の

配
偶
者
及
び
王
子
女
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
漢
字
が
特
定
の
身

分
に
応
じ
て
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
敬
意
を

表
す
漢
字
の
用
字
の
上
か
ら
は
、
倭
建
の
命
の
身
分
が
全
く
天
皇
と
同
じ
地
位
で

あ
る
こ
と
を
証
し
て
ゐ
る
。」（
六
頁
）
と
の
指
摘
が
見
え
る
。

（
22
）	

谷
口
雅
博
「『
常
陸
国
風
土
記
』
倭
武
天
皇
の
時
代
認
識
」（
同
『
風
土
記
説
話
の

表
現
世
界
』
第
二
部
第
五
章
、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
二
〇
〇
四
年

十
一
月
）
に
は
、「『
常
陸
国
風
土
記
』
で
は
ヤ
マ
ト
王
権
の
論
理
・
秩
序
を
体
現

し
、
浸
透
さ
せ
る
存
在
と
し
て
描
く
必
要
か
ら
「
天
皇
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
倭
武
天
皇
は
、「
倭
武
」
と
い
う
名
を
背
負
い
、
地
名

の
起
源
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
ヤ
マ
ト
王
権
の
浸
透
を
果
た
し
て
い
く
。
そ
の

よ
う
に
描
く
の
が
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
編
述
方
針
で
あ
り
、
筆
録
方
法
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。」（
一
二
〇
頁
～
一
二
一
頁
）
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
23
）	

太
田
善
麿
「
日
本
書
紀
と
古
事
記
序
文
」（
同
『
古
代
日
本
文
学
思
潮
論
（
Ⅲ
）

─
日
本
書
紀
の
考
察
─
』
第
三
章
第
一
節
、
桜
楓
社
、
一
九
六
二
年
、
初
出

一
九
七
〇
年
十
一
月
）、
お
よ
び
瀬
間
正
之
「「
未
経
」「
既
経
」
─
師
説
「
太
安

万
侶
日
本
書
紀
撰
修
参
与
説
」を
め
ぐ
っ
て
─
」（
同『
記
紀
の
表
記
と
文
字
表
現
』

第
四
篇
第
二
章
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
一
九
九
九
年
七
月
）
で
は
、

記
紀
の
用
語
用
字
の
比
較
を
通
じ
て
、
日
本
書
紀
の
編
纂
に
太
安
万
侶
が
関
与
し

た
こ
と
を
想
定
す
る
。
ま
た
、
加
藤
謙
吉
「『
日
本
書
紀
』
と
壬
申
の
乱
」（
同
『
日

本
古
代
の
豪
族
と
渡
来
人
─
文
献
史
料
か
ら
読
み
解
く
古
代
日
本
─
』
第
一
部
第

三
章
、
雄
山
閣
、
初
出
二
〇
一
一
年
十
月
）
で
は
、
巻
二
十
八
（
壬
申
紀
）
が
多

品
治
の
武
功
を
顕
彰
す
る
意
図
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
品
治
の
子

と
推
定
さ
れ
る
太
安
万
侶
を
同
巻
の
述
作
者
に
比
定
す
る
。
本
稿
は
如
上
の
説
に

つ
い
て
、
対
象
本
文
Ａ
～
Ｃ
お
よ
び
Ｘ
・
Ｙ
に
「
Ｂ
王
化
」「
Ｂ
未
経
幾
年
」「
Ｂ

雷
電
」「
Ｂ
未
経
（
移
）
浹
辰
」「
Ｃ
戢
戈
」「
Ｃ
愷
悌
」「
Ｘ
重
暉
」「
Ｘ
光
宅
」「
Ｘ

・
Ｙ
六
合
」「
Ｙ
凶
徒
」
等
の
記
序
と
共
通
す
る
用
語
が
見
え
、
介
詞
「
頼
」
を

使
用
し
た
「
Ａ
賴
天
皇
之
神
靈
」「
Ｂ
賴
皇
靈
之
威
」「
Ｃ
賴
皇
威
」「
Ｙ
賴
以
皇

天
之
威
」
が
記
序
「
賴
先
聖
」
と
も
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
太
安
万
侶
が
最
終
加

筆
者
の
一
人
と
し
て
日
本
書
紀
の
編
修
に
関
与
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、

こ
の
点
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
付
記
〕�

本
稿
は
、
古
事
記
学
会 

十
一
月
例
会
（
二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
四
日
）

に
お
け
る
口
頭
発
表
の
内
容
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
に
て
、
ご
指

摘
・
ご
指
導
を
多
く
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
本
稿
はJSPS

科
研
費JP19J00120

の
助
成
を
受
け
た
研
究
結
果
の

一
部
で
あ
る
。


